
 

金融緩和で円安とともに、なぜ株高がおこったのか、様々な理由が挙げられ
ています。その 1 つに、昨年日本が社会保障と税の一体改革で、歳出歳入一
体の改革を行い、世界の市場関係者に「日本は社会保障の充実を目指すものの
財政規律は守る」とのメッセージを伝えたからだと考えています。 

 アベノミクスの３本の矢の一つで、本年度予算では大幅な公共事業増が実
施されます。財政規律を守らず、無駄な公共事業、不要不急の公共事業を繰り
返すことがどんな結末を迎えるのか、今月は南欧の例を挙げてお示ししたいと
思います。 

 日本は表にあるように、社会保障を民主党政権下で先進国でも中位程度ま
で、拡充してきました。医療崩壊を食い止め、保育所の整備や予防接種の拡充
などの子育て支援、さらには年金記録問題の解決などを行なってきました。      
一方で政府の財政支出は増やさず、無駄な公共事業を削減するなど、他の予算
を削減することで収支バランスをとってきたわけです。 

 南欧では、財政規律なき社会保障支出の結果、裏の図のような急激な社会
保障削減を余儀なくされ、国家財政は混乱状態に陥っています。 

 私はそういった中でも、社会保障改革を行なっていかなければならないと
考えています。例えば医療。フランスは薬の必要度で自己負担を変えています。
欧米では安価な後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用率を挙げて薬価を抑
制しています。こういった工夫が日本でも必要です。 

   政府の総支出（対 GDP 比）                   政府の社会保障支出（対ＧＤＰ比）      

             1995 年        2010 年              1995 年       2010 年 

ギリシャ   16 位  46.2      9 位  51.4  ギリシャ   15 位  19.3     10 位  26.1 

ポルトガル 19 位  41.5     10 位  51.3  ポルトガル 20 位  17.2     11 位  25.6 

日本       24 位 36.1     24 位  40.7  日本       23 位  14.7     16 位  24.1 

政府の社会保障以外の支出（対ＧＤＰ比） 

             1995 年       2010 年 

ポルトガル 16 位 18.8     ５位  22.8 

日本       19 位 18.0     29 位 14.6 

ギリシャ   24 位 15.5     22 位 19.4 
矢印は順位の変動（ＯＥＣＤ加盟国中）を表しています。 
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欧州債務問題～国民生活や経済への影響～ 

財政状況が悪化した国々では、国内外に保有される国債の信用が失われ、政府の資金調達が困
難となる事態（財政危機）が発生しています。これらの国では、年金・医療の大幅な給付カッ
トや負担増など、厳しい措置が行われています。  

 社会保障分野の給付削減等 

ギリシャ 

・年金の給付水準を実質切り下げ（月約17万円（1700ユーロ）超の年金受
給者について、年金基金の不足に充てるため、年金からの天引き額を増加）
これに加え、月約12万円（1200ユーロ）超の年金給付額を20％切り下げ。
＊付加価値税率を引き上げ（19→23％）【2010年～】 

アイルランド 
・約10万円（1000ユーロ）以上の年金受給者への年金給付額を切り下げる
ことで、年金給付総額を4％削減。・児童手当の引き下げ。               
＊付加価値税率を引き上げ（21→23％）【2012年～】 

ポルトガル 

・月約11万円（1100ユーロ）以上の年金受給者への年金給付額を1/7（約
14％）切り下げ【2012年・2013年】・新規年金受給者に対する年金給付額
を約4％切り下げ 【2012年～】・医療費の個人負担の増額【2012年～】       
＊付加価値税率を引き上げ（21→23％） 

 

 

 

 


